
告

示

福
島
県
告
示
第
八
百
三
十
四
号

地
方
自
治
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
二
百
五
十
二
条
の
三
十
六
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
包
括
外
部
監
査
契
約(

以
下｢

契
約｣

と
い
う
。)

を
次
の
と
お
り
締
結
し
た
。
な
お
、
契
約

を
締
結
し
よ
う
と
す
る
相
手
方
の
資
格
を
証
す
る
書
面
の
写
し
は
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
三
十
日
間
、

福
島
県
総
務
部
人
事
領
域
行
政
経
営
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
十
二
月
十
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

契
約
を
締
結
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所

上
石

三
好

福
島
県
郡
山
市
鳴
神
一
丁
目
十
番
地

二

契
約
の
期
間
の
始
期

平
成
十
九
年
十
一
月
十
九
日

三

契
約
を
締
結
し
た
者
に
支
払
う
べ
き
監
査
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法

契
約
で
定
め
る
基
本
調
査
費
用
の
額
並
び
に
契
約
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
執
務
費
用

の
額
及
び
実
費
の
額
の
合
算

四

契
約
を
締
結
し
た
者
に
支
払
う
べ
き
監
査
に
要
す
る
費
用
の
支
払
方
法

契
約
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
執
務
費
用
及
び
実
費
の
額
の
合
算
額
に
相
当
す
る
額
の

範
囲
内
に
お
け
る
実
績
報
告
に
基
づ
く
精
算
払

(

人
事
領
域
行
政
経
営
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
八
百
三
十
五
号

養
鶏
振
興
法(

昭
和
三
十
五
年
法
律
第
四
十
九
号)

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
十
九
年

十
二
月
四
日
次
の
と
お
り
ふ
化
業
者
の
登
録
を
し
た
。

平
成
十
九
年
十
二
月
十
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

登
録
番
号

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

ふ
化
場
の
名
称
及
び
所
在
地

一
九
│
一

株
式
会
社
森
孵
卵
場
関
東
支
店

株
式
会
社
森
孵
卵
場
関
東
支
店

郡
山
市
田
村
町
金
沢
字
小
枝
五
〇
の
二

郡
山
市
田
村
町
金
沢
字
小
枝
五
〇
の
二

(

生
産
流
通
領
域
畜
産
振
興
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
八
百
三
十
六
号

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
千
軒
平

溜
池
土
地
改
良
区
か
ら
平
成
十
九
年
十
一
月
十
九
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
定
款
の
変
更
に
つ
い
て
、

平
成
十
九
年
十
二
月
六
日
認
可
し
た
。

平
成
十
九
年
十
二
月
十
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

農
村
整
備
領
域
農
村
計
画
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
八
百
三
十
七
号

国
土
調
査
法(
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
沼
郡
会

津
美
里
町
の
地
域
内
に
お
け
る
地
籍
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
認
証
し
た
。

平
成
十
九
年
十
二
月
十
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平
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毎
週
火
・
金
曜
日
発
行(

当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日)

目

次

告

示

○
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
三
十

六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
包
括
外
部
監

査
契
約
を
締
結
し
た
件

八
三
三

○
養
鶏
振
興
法
に
よ
り
ふ
化
業
者
の
登
録

を
し
た
件

八
三
三

○
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し

た
件

八
三
三

○
地
籍
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
認
証
し
た

件
二
件

八
三
三

○
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
件
二
件

八
三
四

○
都
市
計
画
事
業
を
認
可
し
た
件

八
三
四

公

告

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証

の
申
請
が
あ
っ
た
件

八
三
五

○
土
地
改
良
区
の
役
員
が
就
任
し
た
旨
届

出
が
あ
っ
た
件

八
三
五

○
基
本
測
量
の
実
施
に
つ
い
て
通
知
が
あ

っ
た
件

八
三
五

○
浸
水
想
定
区
域
を
指
定
し
た
件

八
三
五

福
島
県
監
査
委
員

○
地
方
自
治
法
に
よ
り
包
括
外
部
監
査
の

事
務
を
補
助
す
る
者
の
指
名
等
を
告
示

す
る
件

八
三
五

福
島
県
人
事
委
員
会

○
初
任
給
、
昇
格
及
び
昇
給
等
の
基
準
に

関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

八
三
六

福
島
県
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

○
漁
業
法
に
よ
り
指
示
す
る
件

八
三
七

○
漁
業
法
に
よ
り
公
聴
会
を
行
う
件

八
三
七



一
般
国
道

四
五
九
号

路
線
名

耶
麻
郡
西
会
津
町
奥
川
大

字
飯
里
字
反
田
一
七
八
六

番
地
先
か
ら

同

郡
同

町
奥
川
大

字
飯
里
字
西
窪
一
〇
七
三

番
三
八
地
先
ま
で

区

間

変
更
後

変
更
前

変
更
前
変

更
後
の
別

Ａ

三
・
五
〜

二
二
・
〇

Ｂ

一
二
・
〇
〜

八
六
・
〇

Ａ

三
・
五
〜

二
二
・
〇

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

一
、
一
二
七
・
〇

一
、
一
〇
〇
・
〇

一
、
一
二
七
・
〇

延

長
(

メ
ー
ト
ル)

一
般
国
道

一
一
四
号

路
線
名

双
葉
郡
浪
江
町
大
字
赤
宇

木
国
有
林
一
〇
一
一
林
班

ろ
一
小
班
地
先
か
ら

同

郡
同

町
大
字
赤
宇

木
国
有
林
一
〇
〇
八
林
班

ろ
小
班
地
先
ま
で

区

間

変
更
後

変
更
前

変
更
前
変

更
後
の
別

Ｂ

九
・
〇
〜

二
一
・
四

Ａ

六
・
五
〜

一
七
・
五

Ｂ

九
・
〇
〜

二
九
・
〇

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

一
四
〇
・
〇

一
三
五
・
〇

一
四
〇
・
〇

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

一

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

会
津
美
里
町

二

成
果
の
名
称

大
沼
郡
会
津
美
里
町
大
字
小
沢
、
和
田
目
及
び
立
石
田
の
一
部
の
地
域
に
係
る
地
籍
図
及
び
地
籍

簿

(

農
村
整
備
領
域
農
地
管
理
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
八
百
三
十
八
号

国
土
調
査
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
沼
郡
会

津
美
里
町
の
地
域
内
に
お
け
る
地
籍
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
認
証
し
た
。

平
成
十
九
年
十
二
月
十
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

会
津
美
里
町

二

成
果
の
名
称

大
沼
郡
会
津
美
里
町
字
大
八
郷
、
村
上
、
山
南
の
全
て
及
び
本
郷
村
西
、
倉
田
、
三
日
町
、
本
郷

高
田
、
本
郷
道
東
の
各
一
部
並
び
に
大
石
の
一
部
の
地
域
に
係
る
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

(

農
村
整
備
領
域
農
地
管
理
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
八
百
三
十
九
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
国
道
に

つ
い
て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
領
域
道
路

企
画
グ
ル
ー
プ
及
び
福
島
県
喜
多
方
建
設
事
務
所
で
平
成
十
九
年
十
二
月
十
四
日
か
ら
二
週
間
一
般
の

縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
十
二
月
十
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

道
路
領
域
道
路
企
画
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
八
百
四
十
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
国
道
に

つ
い
て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
領
域
道
路

企
画
グ
ル
ー
プ
及
び
福
島
県
相
双
建
設
事
務
所
で
平
成
十
九
年
十
二
月
十
四
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦

覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
十
二
月
十
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

道
路
領
域
道
路
企
画
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
告
示
第
八
百
四
十
一
号

都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

平
成
十
九
年
十
二
月
十
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

施
行
者
の
名
称

喜
多
方
市

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

喜
多
方
都
市
計
画
道
路
事
業

八
・
六
・
二
号

千
苅
中
道
上
二
本
杉
線

三

事
業
施
行
期
間

平
成
十
九
年
十
二
月
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

福
島
県
喜
多
方
市
字
千
苅
道
下
、
字
町
田
下
、
字
町
田
、
字
長
内
及
び
豊
川
町
米

室
字
二
本
杉
地
内

使
用
の
部
分

福
島
県
喜
多
方
市
字
町
田
下
地
内

(

都
市
領
域
都
市
整
備
グ
ル
ー
プ)
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公

告

福
島
県
監
査
委
員

遠
藤
美
枝

半
沢
裕
子

齋
藤
匡
弘

橋
本

寿

氏
名

福
島
県
田
村
市
船
引
町
春
山
字
上
ノ
台
464番

地

福
島
県
郡
山
市
富
田
町
字
大
徳
南
19番
地
１
号
フ
ァ
ー
ス
ト
ハ
イ

ツ
A202号

福
島
県
郡
山
市
開
成
六
丁
目
75番
地

福
島
県
郡
山
市
駅
前
一
丁
目
４
番
４
号

住
所

公
告
第
六
百
八
十
七
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法(

平
成
十
年
法
律
第
七
号)

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
九
年
十
二
月
十
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
九
年
十
二
月
四
日

二

名
称

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
関
北
農
・
水
・
環
境
保
全
会

三

代
表
者
の
氏
名

丹
野

大
壽

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

福
島
県
福
島
市
松
川
町
水
原
字
日
向
道
内
前
一
番
地

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
広
く
県
民
に
対
し
て
、
食
糧
供
給
に
係
る
農
業
生
産
環
境
の
保
全
や
憩
い
の
場
の

提
供
に
繋
が
る
農
村
環
境
の
維
持
向
上
に
関
す
る
広
範
な
事
業
を
行
い
、
農
業
生
産
の
持
続
的
発
展

と
多
面
的
機
能
を
持
つ
農
村
環
境
の
永
続
的
改
善
を
と
お
し
て
県
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

(
文
化
領
域
県
民
文
化
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
六
百
八
十
八
号

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
十
二
月
十
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

土
地
改
良
区
の
名
称

会
津
大
川
土
地
改
良
区

就
任
し
た
役
員

役
別

氏
名

住
所

理
事

山
本

美
幸

会
津
若
松
市
北
会
津
町
東
小
松
二
二
一
四
番
地

(

農
村
整
備
領
域
農
村
計
画
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
六
百
八
十
九
号

測
量
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号)

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
基
本
測
量
の

実
施
に
つ
い
て
、
平
成
十
九
年
十
二
月
三
日
付
け
で
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
十
九
年
十
二
月
十
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

測
量
地
域

福
島
市

二

測
量
期
間

平
成
十
九
年
十
二
月
十
四
日
か
ら
平
成
二
十
年
三
月
二
十
一
日
ま
で

三

作
業
の
種
類

基
本
測
量(

基
盤
地
図
情
報
作
成
作
業)(

土
木
総
務
領
域
総
務
予
算
グ
ル
ー
プ)

公
告
第
六
百
九
十
号

水
防
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号)

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
河
川
が
は
ん

濫
し
た
場
合
に
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
及
び
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
を
定
め
て
、
阿
賀

野
川
水
系
湯
川
及
び
同
水
系
宮
川
に
係
る
浸
水
想
定
区
域
を
指
定
し
た
。

な
お
、
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
河
川
港
湾
領
域
河
川
整
備
管
理
グ
ル
ー
プ
及
び
福
島
県
会
津

若
松
建
設
事
務
所
事
業
部
河
川
砂
防
グ
ル
ー
プ
に
備
え
置
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
九
年
十
二
月
十
四
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

河
川
港
湾
領
域
河
川
整
備
管
理
グ
ル
ー
プ)

福
島
県
監
査
委
員
告
示
第
６
号

地
方
自
治
法
(昭
和
22年

法
律
第
67号

)
第
252条

の
32第

２
項
の
規
定
に
よ
り
､
次
の
と
お
り
告

示
す
る
｡
平
成
19年
12月
14日

福
島
県
監
査
委
員
小
桧
山
善
継

福
島
県
監
査
委
員
加
藤
雅
美

福
島
県
監
査
委
員
音
高
純
夫

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

１
包
括
外
部
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
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福
島
県
人
事
委
員
会

遠
藤
美
枝

福
島
県
田
村
市
船
引
町
春
山
字
上
ノ
台
464番

地

２
当
該
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
が
包
括
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
で
き
る
期
間

平
成
19年
12月
７
日
か
ら
平
成
20年
３
月
31日
ま
で

初
任
給
、
昇
格
及
び
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
九
年
十
二
月
十
四
日

福
島
県
人
事
委
員
会

委
員
長

新

城

希

子

福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
号

初
任
給
、
昇
格
及
び
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

初
任
給
、
昇
格
及
び
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則(

昭
和
三
十
六
年
福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第

五
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

｢

１

次
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
り
休
職
を
命
ぜ
ら
れ
た
場
合

一

公
務
上
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
通
勤
に
よ
り
負

傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
つ
た
こ
と
。

二

水
難
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
に
よ
り
生
死
不
明
又
は
所
在
不
明
に
な

つ
た
こ
と(

公
務
上
の
災
害
又
は
通
勤
に
よ
る
災
害
を
受
け
た
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
限
る
。)

。

三

職
務
に
関
連
あ
る
学
術
に
関
し
長
期
に
わ
た
る
調
査
研
究
又
は
指
導

別
表
第
二
十
九
中

に
従
事
す
る
こ
と
。

２

公
務
上
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
通
勤
に
よ
り
負
傷

し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
、
そ
の
た
め
に
休
暇
を
与
え
ら
れ
た
場
合

３

外
国
機
関
等
派
遣
条
例
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
場

合
４

公
益
法
人
等
派
遣
条
例
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た
場

合
５

大
学
院
修
学
休
業
を
し
た
場
合

｢

１

次
に
掲
げ
る
事
由
に
よ
り
休
職
を
命
ぜ
ら
れ
た
場
合

三
分
の
三
以
下

一

公
務
上
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
通
勤
に
よ

傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
つ
た
こ
と
。

二

水
難
、
火
災
そ
の
他
の
災
害
に
よ
り
生
死
不
明
又
は
所
在
不
明

つ
た
こ
と(

公
務
上
の
災
害
又
は
通
勤
に
よ
る
災
害
を
受
け
た
と

ら
れ
る
場
合
に
限
る
。)

。

三

職
務
に
関
連
あ
る
学
術
に
関
し
長
期
に
わ
た
る
調
査
研
究
又
は

を

に
従
事
す
る
こ
と
。

２

公
務
上
負
傷
し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
、
又
は
通
勤
に
よ
り

し
、
若
し
く
は
疾
病
に
か
か
り
、
そ
の
た
め
に
休
暇
を
与
え
ら
れ
た

３

外
国
機
関
等
派
遣
条
例
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ

合
４

公
益
法
人
等
派
遣
条
例
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
派
遣
さ
れ

合
５

育
児
休
業
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
を
し
た
場
合

｣

６

大
学
院
修
学
休
業
を
し
た
場
合

三
分
の
三
以
下

り
負

に
な

認
め

｢

指
導

１

育
児
休
業
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
育
児
休
業
を
し
た
場

負
傷

に
、

２

勤
務
時
間
条
例
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
介
護
休
暇
を
与

場
合

合

た
場

た
場

｣

合

二
分
の
一
以
下

｢
え
ら
れ
た
場

を

勤
務
時
間
条
例
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
介
護
休
暇
を

｣

与
え
ら
れ
た
場
合

二
分
の
一
以
下

に
改
め
る
。

｣

附

則

(

施
行
期
日)
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福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

経
過
措
置)

２

改
正
後
の
初
任
給
、
昇
格
及
び
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則(

以
下｢

改
正
後
の
規
則｣

と
い

う
。)

第
四
十
八
条
の
規
定
は
、
育
児
休
業
を
し
た
職
員
が
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律(

平
成
十
九
年
法
律
第
四
十
四
号)

の
施
行
の
日(

以
下｢

改
正
法

の
施
行
日｣
と
い
う
。)

以
後
に
職
務
に
復
帰
し
た
場
合
に
お
け
る
号
給
の
調
整
に
つ
い
て
適
用
し
、

育
児
休
業
を
し
た
職
員
が
改
正
法
の
施
行
日
前
に
職
務
に
復
帰
し
た
場
合
に
お
け
る
号
給
の
調
整
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

改
正
法
の
施
行
日
前
か
ら
引
き
続
き
育
児
休
業
を
し
て
い
る
職
員
が
改
正
法
の
施
行
日
以
後
に
職

務
に
復
帰
し
た
場
合
に
お
け
る
改
正
後
の
規
則
別
表
第
二
十
九
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
表

中｢

三
分
の
三
以
下｣

と
あ
る
の
は
、｢

三
分
の
三
以
下(

当
該
期
間
の
う
ち
平
成
十
九
年
八
月
一

日
前
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
二
分
の
一)

｣

と
す
る
。

(

採
用
給
与
グ
ル
ー
プ)

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
第
七
号

漁
業
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号)

第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
ひ
ら
め

の
保
護
増
殖
を
図
る
た
め
、
ひ
ら
め
の
採
捕
等
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

平
成
十
九
年
十
二
月
十
四
日

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会
長

前

田

幸

徳

一

指
示
の
内
容

１

福
島
県
海
面
に
お
い
て
、
全
長
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
ひ
ら
め
は
、
採
捕
し
て
は
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
試
験
研
究
機
関
等
が
試
験
研
究
の
た
め
採
捕
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

漁
業
を
営
む
者
又
は
水
産
動
植
物
の
販
売
若
し
く
は
加
工
を
業
と
す
る
者
は
、
１
の
規
定
に
違

反
し
て
採
捕
さ
れ
た
ひ
ら
め
又
は
そ
の
製
品
を
所
持
し
、
販
売
し
、
又
は
加
工
し
て
は
な
ら
な
い
。

二

指
示
の
有
効
期
間

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
平
成
二
十
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
告
示
第
一
号

漁
業
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号)

第
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
公
聴
会
を
行
う
。

平
成
十
九
年
十
二
月
十
四
日

福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会
長

前

田

幸

徳

一

期
日
及
び
場
所
並
び
に
公
述
人
と
な
り
得
る
者
の
範
囲

期

日

場

所

公
述
人
と
な
り
得
る
者
の
範
囲

平
成
二
〇
年
一
月
九
日

相
馬
市
尾
浜
字
追
川
一
九
六

区
画
漁
業
権
を
有
す
る
者
、
相
馬
双

午
後
二
時

相
馬
双
葉
漁
業
協
同
組
合

葉
漁
業
協
同
組
合
及
び
そ
の
組
合
員

(

本
所)

会
議
室

並
び
に
そ
の
他
利
害
関
係
人

二

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
案
件

漁
業
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
区
画
漁
業
の
免
許
内
容
等
の
事
前
決
定
に
関
す
る
事
項

三

公
述
人
に
な
ろ
う
と
す
る
者
の
手
続

公
述
人
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
及
び
従
事
す
る
漁
業
の
種
類
並
び
に
発
言

要
旨
を
記
載
し
た
文
書
を
福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
書
の
提

出
期
限
は
、
公
聴
会
開
会
前
三
十
分
と
す
る
。

四

公
述
人
の
選
定

公
述
人
は
、
文
書
を
提
出
し
た
者
の
う
ち
か
ら
、
福
島
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
に
お
い
て
選
定
す

る
。
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